WONDER 




あか POP WONDERLAND 

f 赤ずきん 


Little Red Riding Hood 


ぽっぷぇ はやのみちよぶん 

















赤ずきんは、森にすんでいる 
おばあさんのところへ、 

ケーキとワインをとどけにいきました。 
赤ずきんが、森を歩いていると、 
「こんにちは、赤ずきん J 
おおかみ;^、声をかけてきました。 
































































































































赤ずきん 

Little Red Riding Hood 



ぽっぷぇ はやのみちよぶん 
















ちい おんな こ 

むかしむかし、あるところに、小さな女の子がいました。 


おんな こ 

女の子はとてもかわいくて、だれもが、ひとめですきになりました。 


でも、だれよりもかわいく思っていたのは、この子のおばあさんです。 


おんな こ 

おばあさんは、かわいくてたまらないこの女の子に、 


赤いビロー ドのずきんをあげました。 


あか こ 

赤いずきんは、この子にほんとうによくにあいました。 


この子も赤いずきんが大すきで、いつもかぶっていました。 


おんな こ 

そこでこの女の子は、 


みんなに赤ずきんとよばれるようになりました。 



































































































































ある ii 、 おかあさんが鯊ずきんに备いました。 
「おばあさんがびようきだから、 

このケーキとワインをとどけてちようだい。 
けっして、より道をしてはいけませんよ。 
ついたら、まずごあいさつしてね」 

「はあい、わかりました」 

赤ずきんは、元気よく出かけていきました。 


















おばあさんの蒙は、幹はずれの鏃の¥にあります。 


森に入って、赤ずきんがずんずん歩いていくと、 
おおかみがやってきました。 

赤ずきんは、おおかみがわるいけものだとは知りません 
だから、ちっともこわくはありませんでした。 

「こんにちは、赤ずきん」 

おおかみが声をかけました。 

「こんにちは、おおかみさん」 


赤ずきんは、よろこんであいさつしました。 














































































するとおおかみは、やさしそうな声で i いました。 
「こんなに早くから、どこへ行くの？」 

「おばあさんのところよ」 

「そのバスケットには、なにが入っているんだい？」 
「ケーキとワインなの。 

びょうきのおばあさんが'、元気になるように」 
おおかみは、さらにたずねます。 

「そのおばあさんは、どこにすんでいるんだい？」 
「この森を、もう少し歩いていったところ。 

大きな三本のかしの木がめじるしよ」 

おおかみは、ふむふむとうなずきました。 

そして、ぺこぺこのおなかをさすりながら、 
かんがえました。 

「うまそうな女の子だ。 

うまくだまして、 

おばあさんとこの子と、 

両方いただいてしまおう 
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そこで、おおかみは言いました。 


「ほら、見てごらん。 


きれいな花が、いっぱいさいているだろう？ 


小鳥も、きれいな声でさえずっているだろう？ 


森は、こんなに楽しいところなんだよ」 


赤ずきんは、あたりをぐるりと見わたしました。 


き ぎ たいよう ひかり 

木々のあいだから太陽の光がこぼれ、 


ちらちらとおどっているようです。 


ひかり はな 

その光をあびて、花がいちめんにさきみだれています。 


「まあ、なあんてきれい！そうだわ。 


お花をつんで、おばあちゃんにもっていきましよう。 


みち 

ちよつとぐらいなら、より道してもだいじようぶ。 


おばあちやんも、きっとよろこんでくれるわ」 


そうかんがえると、赤ずきんは心が 
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あか、 みち いっぽ はないっぽん 

赤ずきんは、道から一^歩はずれて、花を一^本つみました。 


その先を見てみると、 


はな き 

もっときれいな花があるような気がします。 


あか いっぽ いっぽ 

赤ずきんは、もう一歩、もう一歩と、 


もり はい 

だんだん森のおくふかく、入りこんでいきました。 


おおかみは、そのあいだに、 


大いそぎでおばあさんの家にむかいました。 
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おおかみは、おばあさんの家にやってきました。 

ドアをトントンとたたくと、中からへんじが聞こえます。 
「外にいるのはだあれ？」 

おおかみは、せいいっぱいかわいい声で答えました。 
「赤ずきんよ。ケーキとワインをもってきたの。 

あけてちょうだい」 

「とってをおせば、ドアはあきますよ。 

わたしはもう、おきあがる元気もないの」 

それを聞いたおおかみは、あしおとをしのばせて 
おばあさんのべッドに近づきました。 

そして、ハ。ッととびかかると、あっというまに、 
おばあさんをのみこんでしまいました。 

それからおおかみは、おばあさんのふくをきて、 


ぼうしをかぶり、ベッドにもぐりこみました。 






















































































































そのころ If : ずきんは、宛をつむのにむちゅうになっていました。 
そして、両手がきれいな花でいっぱいになったとき、 

ようやくおばあさんのことを思いだしました。 

「まあ、たいへん。いそがなくては」 

おばあさんの家につくと、ドアがあいたままです。 

「どうしたのかしら . 」 

ふしぎに思って中に‘入ると、 

なんだかいつもとようすがちがいます。 

「おばあちゃんの家にくると、いつもは楽しい 
気分になるのに、今日はなんだかぞっとするわ」 

赤ずきんは大きな声であいさつしました。 

「おはようございます」 

でも、へんじはありません。 

赤ずきんは、ベッドに近づいて、そっとのぞいてみました。 









































































おばあさんは、ぼうしを i のところまで 
ふかくかぶってねていました。 

ぼうしのわきから、大きな耳がのぞいています。 
「まあ、おばあちゃんの耳、なんて大きいのかしら 
すると、おばあさんは言いました。 

「おまえの声が、ようく聞こえるようにだよ」 
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「それに、おばあちゃんの目、 

公お 

なんて大きいんでしょう！」 

「おまえの顔が、ようく見えるようにだよ 









くち 



「そして、おばあちやんの口、 


「それはねえ 


どうしてそんなに大きいの？ 
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「おまえを食べるためにさし 


おおかみはべッドからとびだすと 


赤ずきんにおそいかかり 


あっというまにのみこんでしまいました, 









_:’き 






ぶ轉う 






おおかみはもう、おなかがいっぱい。 

ねむくなって、ぐうぐういびきをかきはじめました。 
そこへ、近くにすむかりうどがとおりかかりました 
「おや？ やけに大きないびきだな。 

おかしいぞ。ちよっとのぞいてみよう」 

かりうどは蒙の中に A り、 

べッドでおおかみがねているのを見つけました。 

「おおかみのやつめ、こんなところにいたのか」 

そう言って、てっぽうをかまえました。 

でも、そのとき、ふと気がつきました。 

「まてよ。この家のおばあさんを食ったにちがいない 
まだ、たすけられるかもしれないぞ」 
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かりうどは、てっぽうでうつのをやめて、 


はさみをとりだしました。 

そして、ねているおおかみのおなかを、 

じよきじよきと切りはじめました。 

すこし切ると、赤いずきんがちらりと見えました。 

もうすこし切ると、中から女の子がとびだしてきました。 
「ああ、こわかった！ 

おおかみのおなかの中って、まっくらなんですもの！」 
赤ずきんは、元気な声で言いました。 

そのあと、おばあさんも出てきました。 

でも、いきもたえだえで、ぐったりとしています。 
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基ずきんは、岩をたくさんひろってきました。 

そして、それをみんなで、おおかみのおなかの中につめて、 
もとどおりにぬいあわせました。 






やがておおかみは目をさまして、にげだそうとしましたが、 
おなかの石がおもすぎて、あっちへよろよろ、こっちへふらふら。 
とうとうたおれて、しんでしまいました。 
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かりうどは、おおかみのかわをはいで、かついでかえりました。 


あか た 

おばあさんは、赤ずきんがもってきたケーキを食べ、 


ワインをのむと、すっかり元気になりました。 


「おばあちやん、よかったね」 


おばあさんは、赤ずきんをやさしくだきしめてくれました。 


さんにん おお 

三人とも、大よろこびです。 


「赤ずきん、あなたのおかげですよ。ありがとう」 
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赤ずきん、お S かみには気をつけて/ 






アリスといっしよにふしぎの国へ 

POP WORLD < に 

ふしぎの国のアリス 

こうひようはつばいちゆう 

好評発売中 




